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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、肢体不自由教育における学習支援の観点から、姿勢マネジメントの実態を
検討し、ポジショニング支援の実践方法について考察することである。主な結果は以下の通りである。①肢体不自由特
別支援学校では、学習活動に関わる姿勢マネジメントの必要性を理解されている。②教育現場において使用できる簡便
なアセスメントやポジショニング支援の具体的な方法についてのニーズがある。③肢体不自由があり、学習上及び生活
上の困難さのある子どもでは、キャスパー・アプローチなどのポジショニング支援により座位姿勢の安定と安楽が提供
された場合、目と手の協応などの面において有効な学習支援となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study, from the point of view of learning support in the physically challenge
d education, consider the reality of posture management, we discussed practices of positioning support. Th
e results were followings. a) The Teachers of schools physical challenged understand the need for posture 
management for learning support. b) There is a need for a specific method of positioning support a simple 
assessment that can be used in education. c) If the stability and relaxation of the seat position is provi
ded by positioning support by "Casper approach", children with physically challenged learning on and with 
the difficulty of living on, obtain a valid study support and coordination of hand and eye it has been sug
gested. 
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１．研究開始当初の背景 
新しい学習指導要領において、肢体不自由

児の学習時の姿勢に対する支援の工夫をす
ることが明記されたように、学習において効
果的な座位保持姿勢は、安定して体を支える
ことと運動の方向を明確にして日常の活動
を援助するだけでなく、呼吸や代謝、表情、
コミュニケーション、意欲にまで明らかな変
化をもたらす。肢体不自由のある児童・生徒
にとって姿勢保持の困難さが学習上の困難
さの大きな要因となることは明らかである。 
しかし、姿勢保持の指導方法は運動機能や

リハビリテーションなど医療的な立場の視
点で述べられることが多く、認知発達の視点
によるポジショニング支援に関する研究は
限られている。  
これまで、姿勢および姿勢の発達の関して

は外乱刺激に対する身体の支持と反応とい
う側面に関わる入出力機構の問題に焦点が
あてられて研究されてきた。しかし近年、ア
フォーダンス理論に基づいた「アクション・
システム理論」という考え方が広がってきた。
それによれば、姿勢の発達はあらゆるアクシ
ョン・システムの中で特に重要な機能的要素
の発達であると考えられている。すなわち、
運動系だけでなく知覚系をも含むグループ
としての多様なプロセスが作用して、環境の
変化や環境の特性に応じて姿勢を保持する
のではないかという考え方である。この考え
方に立てば、姿勢が認知発達を促進させ、認
知発達によってさらに姿勢調整が向上する
可能性もある。このような考えを裏づける研
究として乳幼児の研究やリハビリテーショ
ンの研究などが報告されているが、肢体不自
由児の教育場面における認知発達に関わる
研究はほとんど見られない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第一に、肢体不自由特別

支援学校におけるポジショニング指導の実
態を調査し、ポジショニング指導を展開する
上での課題を整理し、認知発達や学習支援と
してのポジショニング指導のあり方につい
てニーズを明らかにする。 
第二に、ニーズ調査の結果に基づき、学習

において環境から情報を効果的にピックア
ップし、意味を理解していくという「知覚‐
行為循環」の視点からポジショニング支援の
アセスメント及び指導方法を考案・作成する。
作成したアセスメント及びポジショニング
指導を実践し、その効果についての評価を行
う。さらに、効果測定の結果に基づきプログ
ラム及びシステムの修正を行った上で事例
研究を重ね、授業において使用可能なアセス
メント及びポジショニング指導プログラム
を明らかにする。 
第三に、医療機関、理学療法士、福祉機器

製作者などと連携しながら、学習活動や認知
面の発達を個別のニーズとしたポジショニ
ング支援を行っている事例について、そのア

セスメント方法や支援の方法についての事
例を調査し、ニーズを捉える視点、指導の中
で工夫している点などを整理することであ
る。研究の成果は、冊子にまとめ、アフォー
ダンス理論に基づくポジショニング支援シ
ステムとして肢体不自由特別支援学校に対
して情報の発信をする。 
 
３．研究の方法 
（１）肢体不自由特別支援学校におけるポジ
ショニング指導の実態に関するアンケート
調査 
特別支援学校（肢体不自由）におけるポジ

ショニング支援の実態について、「ポジショ
ニングに関するアセスメント」、「ポジショニ
ング指導の目的」、「ポジショニング指導の内
容」、「ポジショニング支援に関するニーズ」
などについて質問紙による調査を行い、特別
支援学校が求めているポジショニング支援
に関するニーズを明らかにする。 
（２）知覚‐行為循環の考え方に基づくアセ
スメント及びポジショニング支援の作成及
び実践研究 
「知覚‐行為循環」の考え方に基づくポジ

ショニングのアセスメントとして、例えば授
業場面において、教材の視知覚認知が適切に
機能しているか、話を集中して聴けているか、
教材に触れる際に上肢操作の調整が可能か
など、学習上、生活上の具体的な困難さから
整理したチェック表を作成する。それに基づ
いてチェックした困難について、視覚や聴覚
自体に障がいがあるのか、それとも姿勢保持
の困難さが背景にあり、座位姿勢の安定や姿
勢変換の調整などに課題があるのかなど、ト
ップダウンによる課題分析を行った上で、必
要な課題に対して基礎的定位システムの促
進という考え方に基づいたポジショニング
支援の方法を工夫し、実施する。事例研究と
して、研究協力を依頼した肢体不自由特別支
援学校において、作成したチェック表による
アセスメント及びポジショニング支援の実
践を行った。アセスメント及び支援の効果を
判断するために、対象児の映像を記録し、担
任、自立活動担当者、理学療法士、福祉機器
製作者などによる座位保持姿勢及び活動中
の動作に関する評価を行う。また、ポジショ
ニング支援前後の姿勢保持、学習の様子につ
いて、2 次元動画解析ソフト（Move-tr/2D）
による動作分析を行う。その後、実践の評価
や関係者の感想などに基づいた、アセスメン
ト方法及びポジショニング支援に関する修
正を行う。 
（３）ポジショニング支援に関する学校と専
門家との連携、協働に関する事例の調査 
このような事例についてポジショニング支
援の際にどのような観点からアセスメント
を行い、支援の方法や役割分担などについて
の具体的な情報を収集し、アセスメント及び
ポジショニング支援の参考にする。 
 



４．研究成果 
（１）特別支援学校（肢体不自由）における
ポジショニング支援の実態 
新しい学習指導要領において肢体不自由

児の学習時の姿勢に対する支援の工夫をす
ることが明記されたように、肢体不自由児に
とって適切な姿勢保持の支援は、姿勢を安定
させることや安楽な姿勢をとることだけで
はなく、呼吸、代謝、情緒、コミュニケーシ
ョン、興味、意欲など学習に関わる様々な側
面と深く結びついていることが考えられる。
しかし現状において、肢体不自由特別支援学
校における姿勢マネジメントのアセスメン
トや指導の方法など具体的な指導・支援は、
それぞれ特別支援学校、自立活動担当者、学
級担任などに任されており、指導の観点も異
なっている。肢体不自由特別支援学校におけ
る姿勢マネジメントの実態についてアンケ
ート調査を行った結果からは、①姿勢マネジ
メントのねらいは運動機能改善を主とする
場合と学習活動を主とする場合がある。②姿
勢マネジメントのアセスメントや支援方法
に関しては医療、リハビリテーションからの
アプローチが主になることが多い。③姿勢の
制限、リラクセーション、動きやすさの中で
試行錯誤している。④専門家・機関との連携
については学校によって実態が異なってい
る。⑤多くの学校で姿勢マネジメントについ
てのアセスメントや支援方法に関するマニ
ュアルや専門的助言のニーズが高い、などが
明らかになった。また、座位保持支援と学習
支援の関係に関して「目と手の協応動作の向
上」「感覚刺激の受容のしやすさ」が重要で
あるとの回答が多く得られたが、具体的な座
位保持のポジショニング支援に関しては「安
楽な動きやすい姿勢が大切である」と「骨盤
垂直位と前傾姿勢が大切である」というある
意味で対照的な考え方に分かれることが示
された。 
（２）知覚‐行為循環の考え方に基づくアセ
スメント及びポジショニング指導の作成及
び実践研究 
学習場面、生活場面を想定した姿勢のアセ

スメント用のチェック表を作成した。研究協
力を肢体不自由特別支援学校在籍の3名に依
頼した。各事例の児童生徒の担任あるいは自
立活動担当者にチェック表を用いたアセス
メントを依頼し、指摘された課題に対する分
析を行った上で、学習支援を目的としたポジ
ショニング指導を行った。シーティング処方
には NPO 法人「生活を豊かにする」障害児・
者支援福祉協会代表の村上潤氏に協力して
いただき、福祉機器製作者の立場からの評価、
助言をお願いしてキャスパー・アプローチに
よるポジショニング支援を実践した。キャス
パー・アプローチによる支援の結果、３事例
はいずれも安楽な安定した座位姿勢をとる
ことができた。学習面では、頭をしっかり起
こして教材を見ることができる、上方に手を
伸ばして教材に触れることができる、教材を

握ること話すことが容易になるなどの効果
がみられた。１事例においては、新しい座位
保持装置に慣れるまで 1週間程度かかり、違
和感があったようだったが、慣れるに従って
座位の安定性が増し、体をリラックスして使
えるようになってきたことが認められた。手
を前に伸ばしたり、両手を組み合わせたり、
介助すれば自分の手で口を拭いたり、介助に
よるなぞり書き、スイッチ操作がしやすくな
る、肘を曲げて回内、回外動作ができるなど
上肢の操作性が向上した。映像による動作分
析の結果からもそれが裏付けられた。 
また、自立活動担当者からチェック表の内

容の改善について、各項目が「はい」にチェ
ックするか、しないかの二択になっているた
め、頻度や程度の要素がある項目などは答え
にくい、という意見が寄せられた。 
そこで、学習支援のアセスメントとして、

回答方法を「はい」にチェックするか否かの
二択から、「ない」「時々」「頻繁に」「常に」
の四択で回答することとした。研究協力を肢
体不自由特別支援学校在籍の１名に依頼し、
改善したチェック表によるアセスメントか
ら、座位保持装置の作成によるポジショニン
グ支援の実践研究を実施した。具体的なポジ
ショニング支援にあたっては、BS 工房マツダ
代表の松田 薫氏に参加していただき、福祉
機器製作者の立場から主にキャスパー・アプ
ローチによる座位保持装置の製作及びポジ
ショニング支援についての評価、助言をお願
いした。その結果、ポジショニング支援後、
担任によるチェック表を用いた評価におい
ては、①頭部が安定し、対象物に注意を向け
やすくなった。②肩の力が抜け、ヘッドレス
トに頭を預けることはできるようになった。
③頭部の位置が安定し、目の動きや手の動き
がスムーズになった。④上下へのロッキング
の動きを、車椅子の振り子様の動きで逃がす
ことができるようになった。⑤上肢を拳上し
た動作、例えばボールを持ち上げる動作をす
る。など学習面で有効な支援が得られた反面、
①上肢の動きに制限が見られる。②ヘッドレ
ストがあると、頚部の後屈が難しく、コップ
の水分量が少なくなった際に、飲みづらくな
る。などの課題も指摘された。肢体不自由が
あり、学習上及び生活上のある子どもが、環
境から情報を受け取りやすくなるためには、
姿勢安定のシステムを整えることが大切で
あり、知覚しやすい情報を得られた子どもは、
適応的な行動の変容が起こっていくという、
ポジティブな「知覚行為循環」が達成される
ことが示唆された。 
（３）ポジショニング支援に関する学校と専
門家との連携、協働に関する事例の調査 
 肢体不自由特別支援学校に勤務している
理学療法士、自立活動担当教諭、福祉機器製
作者など、専門家が連携したポジショニング
支援の事例について、日本特殊教育学会の自
主シンポジウムにおいて協議することがで
きた。得られた知見はアセスメント及びポジ



ショニング支援の参考にすることができた。 
（４）3 年間の研究成果は研究成果報告書と
して冊子にまとめ、肢体不自由特別支援学校
及び研究協力者に送付した。 
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